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■ 

長
す
ぎ
る
苦
難
を
背
負
う
人
々

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
週
末
に
設
定

し
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

関
心
の
あ
る
学
生
や
社
会
人
、
同
国
へ
の

支
援
に
実
際
に
関
わ
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

国
際
機
関
の
職
員
な
ど
、
約
百
二
十
名
の

方
々
が
参
加
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現

状
と
今
後
を
語
る
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
ま
ず
皮
切
り
と
し
て
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
代
表
代
行
を
務
め

る
サ
イ
ー
ド
・
ラ
ヒ
ー
ム
・
サ
タ
ー
氏
が

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
声
」
と
題
す

る
基
調
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
ワ
ル

ダ
ッ
ク
県
出
身
で
、
七
十
九
年
の
ソ
連
に

よ
る
侵
攻
と
撤
退
か
ら
軍
閥
に
よ
る
内

戦
、
タ
リ
バ
ー
ン
政
権
時
代
、
九
・
一
一

を
き
っ
か
け
に
し
た
米
英
軍
の
攻
撃
と
タ

リ
バ
ー
ン
政
権
の
崩
壊
、
そ
し
て
現
在
ま

で
の
再
建
の
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た

同
氏
は
、
個
人
的
な
体
験
も
交
え
な
が
ら

一
時
間
に
わ
た
っ
て
語
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
三
十
年

も
絶
え
間
な
い
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
人
々
の
暮
ら
し
は

困
窮
を
極
め
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
改
善

す
る
ど
こ
ろ
か
今
も
な
お
悪
化
し
て
い
る

と
い
う
事
実
で
す
。
多
額
の
国
際
援
助
に

も
関
わ
ら
ず
人
々
の
生
活
水
準
は
な
か
な

か
向
上
せ
ず
、
外
国
軍
と
武
装
勢
力
に
よ

る
戦
闘
、
誘
拐
や
殺
人
、
誤
爆
に
よ
る
被

害
も
増
え
る
中
で
、
現
地
の
人
々
は
政
府

や
外
国
軍
、
国
際
社
会
に
対
し
て
不
信
感

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。「
今
や
軍
事
的
手
段
で
は
な
く
、
対
話

や
交
渉
を
通
じ
た
政
治
的
な
手
段
に
よ
っ

て
平
和
を
達
成
す
べ
き
」
と
訴
え
て
、
基

調
報
告
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
調
報
告
を
受
け
て
、
も
う
一
人
の
ゲ

ス
ト
で
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難
民
帰

還
に
関
わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
活
動
す
る
ニ
ー

フ
・
ム
ル
ナ
ガ
ン
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

が
今
や
深
刻
な
人
道
的
危
機
状
況
に
あ

り
、
も
は
や
復
興
途
上
に
あ
る
と
は
言
え

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
外
国
軍

の
地
方
復
興
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
活

動
が
、
中
立
性
・
公
平
性
の
原
則
に
立
つ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
道
支
援
活
動
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
避
難
先
で
の
生
活
が

長
い
た
め
に
故
国
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な

い
数
百
万
人
に
も
の
ぼ
る
難
民
の
帰
還
や

アフガニスタン 現地NGOスタッフ招聘事業報告

　今年8月、アフガニスタン東部で起こった「ペシャワール会」
日本人職員拉致・殺害事件以降、日本国内では再びアフガニスタ
ンが注目されるようになりました。しかし、「テロとの戦い」を
支援するための自衛隊による給油活動に関する報道のみで、アフ
ガンの人々の暮らしや希望はあまり伝えられてきません。
　私たちJVCは、2001年10月のアフガン空爆が始まってか
ら一貫して「武力によらない解決」を訴えてきました。そこで、
いま改めてアフガニスタン現地の人々の声に耳を傾けるととも
に、日本および国際社会がアフガニスタンにどう関わるべきなの
かを考えるために今回のシンポジウムを企画しました。

定
住
に
関
し
て
も
課
題
が
山
積
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

課
題
は
多
く
道
は
遠
い
が
…

　
続
い
て
、
田
中
浩
一
郎
氏
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
谷

山
を
加
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
り
、
こ
う
し
た
現
状
を
ど
う
解
き

ほ
ぐ
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
議
論
し
ま
し

た
。
長
い
間
紛
争
状
態
に
あ
り
、
ま
た
国

内
政
府
だ
け
で
な
く
武
装
勢
力
や
近
隣
諸

国
、
外
国
軍
や
国
際
社
会
ま
で
が
複
雑
に

介
在
し
て
い
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

多
岐
に
わ
た
る
問
題
が
個
々
に
根
深
く
、

か
つ
複
雑
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
性
急
に
成
果
を
求
め
す
ぎ
な
い
長
期

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
対
話
に
よ
る
政
治
的
解
決
へ
の

努
力
も
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と
の

報
告
で
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
の

改
善
に
は
シ
ュ
ー
ラ
ー
（
長
老
会
議
）
な
ど

地
域
社
会
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠

で
あ
り
、
こ
れ
を
国
際
社
会
に
よ
る
治
安

維
持
や
復
興
支
援
活
動
と
ど
の
よ
う
に
す

り
合
わ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
も
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
論
は
国
際
社
会
の
関
わ
り
方
に
移
り

ま
し
た
。
短
期
的
な
視
点
で
は
、
一
時
的

に
復
興
か
ら
人
道
支
援
に
力
点
を
移
す
こ

と
、
誤
爆
な
ど
に
よ
る
人
道
被
害
を
な
く

す
こ
と
や
問
題
の
多
い
Ｐ
Ｒ
Ｔ
を
見
直
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
長
期
的
な
視
点
で
は
、
和
解

に
向
け
た
交
渉
の
過
程
に
お
い
て
、
誰
を

交
渉
の
相
手
と
す
る
の
か
、
現
地
の
イ
ニ

和解への道は遠いけれど、共に歩くことをあきらめてはいけない
シンポジウム『アフガニスタンに国際社会はどう関わるべきか』報告

アフガニスタン事業インターン　塩見 正裕

日時：2008年11月28日 (土) 14:00～17:30
場所：立教大学 池袋キャンパス5号館 5121教室
主催：日本国際ボランティアセンター
共催：（学）立教学院 立教大学 平和・コミュニティ研究機構
後援：（財）庭野平和財団
参加者：約120名

■多くの方々が熱心に話を聞く。
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シ
ア
チ
ブ
や
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
す
べ
き

か
、
武
装
勢
力
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ

か
せ
る
た
め
の
環
境
を
ど
う
作
る
か
、
な

ど
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

和
解
へ
の
道
を
共
に

　
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
外
国
軍

の
存
在
の
利
点
と
問
題
点
、
和
解
に
向
け

た
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て

や
り
と
り
が
あ
り
ま
し
た
。
和
解
に
向
け

て
は
様
々
な
政
治
的
な
思
惑
も
か
ら
む
も

の
の
、
軍
事
的
手
段
の
限
界
は
明
ら
か
で

あ
り
、
国
際
社
会
や
近
隣
諸
国
が
協
力
し

な
が
ら
、
現
地
の
社
会
に
根
ざ
し
た
和
解

へ
の
取
り
組
み
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
い

く
べ
き
だ
、
と
の
方
向
性
が
見
い
出
さ
れ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
二
人
の
ゲ
ス
ト
か
ら
、
日
本
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
は
今
後
も
積
極

的
に
人
道
支
援
や
政
治
的
和
解
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
◎

　
長
時
間
に
わ
た
り
幅
広
く
深
い
内
容
を

扱
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
が
、
ゲ
ス

ト
お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト
他
の
方
々
の
多
大

な
協
力
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
非
常
に
高

い
関
心
の
お
か
げ
で
、
盛
況
の
う
ち
に
閉

幕
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
具

体
的
な
結
論
を
出
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
私
た
ち
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
機
会
で
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

サイード・ラヒーム・サターニーフ・ムルナガン
ノ ル ウ ェ ー 難 民 評 議 会
（Norwegian Refugee Commit-
tee＝NRC）アフガニスタン・パキ
スタン地域担当代表

アフガニスタンNGO 調整事務所
（The Afghan NGO Coordination
Bureau=ANCB）代表代行

NRC にて中央アフリカ共和国やブル
ンジ共和国の現地代表を歴任。NRCは
NGOとして難民および内国避難民の
支援、ならびに人道的緊急状況や開発
における人々の権利保護のための提言
活動を行なっている。

電気技術専門職から、内戦期より人
道・復興支援活動に従事。ANCBは人
道支援・社会開発に携わるアフガニス
タン国内NGOのネットワークとして、
政策提言や各種調整、組織能力開発に
取り組んでいる。

谷山 博史
JVC代表理事

野中 章弘
立教大学大学院21世紀社会
デザイン研究科教授、アジア
プレス・インターナショナル
代表

田中 浩一郎
（財）日本エネルギー経済研究
所理事兼中東研究センター長

在イラン日本大使館専門調査員、
（財）中東経済研究所などを経て、
99～01年に国連アフガニスタ
ン特別ミッション政務官。（財）国
際開発センターを経て現職。02
年から3度にわたりアフガニスタ
ン選挙監視団に参加。

86年にJVCに参加し、タイ・
カンボジア国境の難民キャンプ
で活動。その後タイ、ラオス、カ
ンボジアの駐在を経て、94年
から8年間事務局長を務める。
02年からアフガニスタン事務
所代表。06年11月より現職。

ジャーナリスト、プロデュー
サー。83年、アフガニスタン
のゲリラ闘争を取材。その後、
難民問題や米国による空爆被害
者などの取材を行なう。

黒田 かをり
CSOネットワーク共同事業
責任者

民間企業勤務後、米国コロンビ
ア大学ビジネススクール日本経
済経営研究所、アジア財団を経
て、03 年から「CSO 連絡会
（現・CSOネットワーク）」に勤
務。07年よりISO26000（社
会的責任）策定のNGOエキス
パート。

ゲストパネリスト

コメンテーター司会

WE21ジャパン(神奈川)との共催による報
告会を横浜にて開催。約40名の出席者に対
して現地の状況を紹介。
外務省中東アフリカ局長を訪問。アフガニス
タンへの人道支援について意見・情報交換。
民主党外務防衛部門会議や超党派勉強会で講
演。政治的対話や人道支援に向けた非軍事的
貢献について提言。
アフガニスタン駐日大使やJICA副理事長を
訪問。日本のアフガニスタン支援に関して情
報・意見交換。

11月23日

11月26日

11月27日

11月28日

その他：NPOや大使、JICA、国会議員へも。

今回、ゲストの2人はこのシンポ
ジウムだけでなく、他NGOやア
フガニスタン駐日大使、JICA、国
会議員など各方面に赴いて現地の
実情を伝えるとともに、日本のア
フガニスタン支援に関して議論し
ました。




